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令和２年１１月２０日発行 秋田市教育委員会 

秋田市学校適正配置  

北部地域ブロック協議会だより 
                                 第７号 

 

 

裏面につづく 

 

  第 

傍聴をご希望のかたは、直接会場にお越しください。受付は先着順です。定員に達した場合は、入

場をお断りすることがありますので、あらかじめご了承ください。 

地域ブロック協議会やその他の検討委員会については、日程等が決まり次第、広報あきた等でお知

らせいたします。 

○校名の変更については、学区の規模や地域の歴史を踏まえることも大切であるが、

子どもたちへの影響や戸惑いに配慮すると、飯島南小のままがよいのではないか。 

〇教育委員会から示されたスクールバスの運行計画（案）については、上新城小 PTA

でも意見や要望を取りまとめ、次回以降、協議したい。 

○スムーズに統合ができるよう、統合前の交流事業や地域の伝統文化の継承などに

時間をかけて、令和４年度の統合を目指して行きたい。 

★統合後の校名は、飯島南小とする。 

★今回の検討事項を各所属団体で意見集約するとと

もに、次回、体育着等の指定物品や閉校式典等につ

いて具体的な協議を行う。 

地域協議の第２段階である学校統合検討委員会において、学校統合の合意が得ら

れたところについては、地域協議の第３段階である学校統合準備委員会を設置し、

統合の実施に向けた具体的な準備作業を進めています。 

  準 

【広報 ID：1022183】 
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● ● 

秋田市教育委員会 学校適正配置推進室  

○住 所 秋田市山王一丁目１番１号 

○電 話 018-888-5812  

○ＦＡＸ 018-888-5804 

○e-mail  ro-edaz@city.akita.lg.jp 

https://www.city.akita.lg.jp/kyoikuiinkai/1010626/1021066.html 

※学校統合検討委員会で提示した資料は、市のホームページで公開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★中学校の統合の方向性により、小学校の進学先に影

響することから、北部地域ブロック協議会で方向性

が決定した後、検討を再開する。 

 

○土崎中と将軍野中の統合の方向性が決定しないうちに、この２校の統合を進めれ

ば、一つの小学校から二つの中学校に分かれて進学することが課題となる。 

○土崎小と土崎南小の統合は、あまり問題となる要素はないと思うが、中学校の統

合の方向性が決まらなければ、小学校の検討は難しいのではないか。 

○適正配置の一番のねらいは、学校に一定の規模を確保することであることから、

中学校の方向性の決定を待たずに、今から、検討を進めるべきではないか。 

 

★検討委員会からの要請により、教育委員会が統合後

の校舎（学校規模等）およびスクールバス運行のシ

ミュレーションを提示し、その内容について、次回

協議する。 

 

○金足西小、下新城小を先行して統合し、飯島地区の児童数の推移を見ながら、段

階的に、飯島小との統合を再検討してもよいのではないか。 

○飯島中と秋田北中の統合の方向性が決まらないと、児童の進学先が不安となり、

小学校の議論も進まないのではないか。 

○統合後の校舎やスクールバス運行のシミュレーションについて、教育委員会から

客観的な立場で案を示していただきたい。 

地域協議の第１段階である北部地域ブロック協議会で決定した学校の組合せでの

統合の可否を検討するため、統合の時期や校舎の場所、通学手段について、協議を

行っております。 

  検 

【広報 ID：1021066】 
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